
 

 

 

 

 

                                                                                               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 当別町では、ふるさと納税制度により、町出身の方や町を応援したいという方より心のこもったご寄附をいただいておりま

す。皆様からいただいた寄附金は、個性豊かなまちづくりを推進するため各種事業を展開し、当別町の更なる発展のため

に活用しています。                                       （   ）は、ふるさと納税充当予算額 

（１）産業力の強化 

当別町道の駅の運営 

総事業費 46,680,000 円（うち 10,580,000 円） 

当別町の新たなランドマーク施設として、平成２９年９月に「北欧の風 

道の駅とうべつ」がオープンしました。スウェーデン風のベンガラ色の建

物に大きな三角屋根が特徴で、館内は木材をふんだんに使用しており、

開放感あふれる北欧風のつくりになっています。平成３０年に建物寄附

いただいた「スウェーデン館」の施設機能の充実等、２０１９年度はさらな

る来場者の確保に向けたプロモーションを行います。 

。 

 
他 2事業 

総事業費 3,904,000円（うち 3,600,000 円） 

 （２）エネルギー地域分散型都市の形成 

（３）まちに人を呼び込む「定住・交流」の促進 

（４）未来を担う子どもの育成と町民が幸せに暮らせる社会の形成 

乳幼児等医療費助成対象の拡充 

総事業費 11,900,000 円（うち 3,263,000 円） 

ふるさと納税を活用することで、医療費助成の対象枠を拡充し、ほぼ

すべての世帯が通院は小学校就学前まで初診時の一部負担のみ、入

院は対象学齢を高校卒業まで引き上げたうえ全額無料とします。 

医療費を助成することで子育て世帯の経済的負担の軽減と次代の社

会を担う子どもの健やかな育ちを支援します。 

全国の皆様からの応援により、平成２９年９月に待望の「北欧の風 道の駅とうべつ」がオープンし、多くの来場者が訪れ、

町内に賑わいをもたらしております。また、子育てにやさしいまちづくりを目指し、子育て支援事業の拡充を実現できましたの

も、皆様の応援があってのことであり、心より感謝申し上げます。 

当別町は今後も活力ある個性豊かなまちづくりを推進してまいりますので、引き続き応援をお願いいたします。 

 

保育料の無償化の推進 

総事業費 23,804,000 円（うち 3,655,000 円） 

平成29年から実施している、保育施設を利用する３歳未満の第２子に

係る保育料を無償化を継続するとともに、2019年10月より3歳児から5歳

児においても幼児教育を無償化し、多子世帯の経済的負担の軽減と子

どもを産み育てやすい環境の充実を図ります。 

当別町コミュニティバスの運行 

総事業費 25,489,000 円（うち 13,489,000 円） 

当別町コミュニティバス(当別ふれあいバス)は、官民共同により、平成

１８年から運行を開始し、こどもから高齢者まで安心して移動できる利便

性の高い交通手段として運行しています。 

また、道の駅の開業に伴い、JR石狩太美駅と道の駅を結ぶ路線を運

行し、今後も町内外からの利用者の幅を広げます。 

小中一貫教育の推進 

総事業費 9,623,000円（うち 9,623,000円） 

一貫教育推進講師（算数・数学、英語）を町内中学校区に４名に配置

し、小学校及び中学校での教科指導を実践し、学力の向上を図ります。 

また、小学校高学年の中学校登校や中学校教員の小学校への乗り入

れ授業を行い、児童生徒・教職員の交流を促進し、「社会を背負う、世界

にも通用する『知・徳・体』を備えた人材」の育成を図るとともに、一体型

義務教育学校の開校に向けて、学校運営やカリキュラム編成等について

検討を行います。 

ります。 

 

 

防災資機材の備蓄 
総事業費 8,500,000 円（うち 6,000,000 円） 

平成３０年９月に発生した「北海道胆振東部地震」を教訓に、災害の発

生に備え、応急対応としての食料及び生活用品等の支給を行えるように

するほか、冬季の災害に備えるため、発電機、ストーブ、毛布等の必要

物資を備蓄し、安心して暮らすことができる環境を確保します。 

安心・安全なまちを目指します。 

 

町内小中学校英会話指導助手配置事業 
総事業費 7,972,000 円（うち 7,936,000 円） 

2020年度から小学校5・6年生の外国語教育が教科化されることを見

据え、授業時数及び内容を先行実施することに合わせて、小学校及び中

学校に外国人講師による英会話指導助手を派遣し、充実した外国語教

育を実施します。 

外国語教育を先行して実施します。 

他 5事業 

総事業費  54,697,000円（うち 11,024,000円） 

西当別小・中学校木質ボイラの導入 
総事業費 17,600,000 円（うち 5,867,000 円） 

ボイラ設備の老朽化が著しい西当別小学校及び中学校について、施

設の機能向上を図るとともに、エネルギーの地産地消の推進及び再生可

能エネルギーによるCO２削減を図るため、木質チップボイラの導入に向

けた実施設計を行います。 

他 5事業 

総事業費 364,977,000円（うち  26,677,000円） 
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